
6 . 多賀町梨の木遺跡、の木炭榔

経過 昭和45Jf.3丹、多Tt町i;i之feの家!の木開拓地に

おいて、w.哲三さんが内宅檎を持Ijjニ中、木炭とともに

完形土器を発凡された。このため、 8日に災地調査に

続いた;1'1.11、1必の栄提訴と、 2点の謹が副葬されて

いたことを隊認した.m例の少ない資料でもあリ、こ

二に概要を報告して大方の参.1)'としたい.

位置 近江 ・ 災担~ .伊努め鴎境をなす三関岳に滅を発

する犬上川の常時、多1'{大社の神体はlである1"竜山の

京総に、幽玄滑理事な梨の木.~がある.

S犯の木の古必然li昭和39Jf.に発5るされ、水野正好氏

のむとに訟と木村康子さんとで火線基を鈎3をしたこと

があリ、今回の地点I主、その南西得リにあたっている.

西1ま宮之足のJお溶から犬上川に附It 、 W~立山を隔て

では敏i鈍寺や古IlEi神社がある.
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梨の木古a 木炭II!

遺~ f1.が現地に到;{fした時l;l、すでに木炭の大部分

li織り出さ tl、2点の土器や欽事f片数点も取リ上げた

後であった.しかし、木炭の充満した仰の線総Iま長辺

2.8m、短辺1.45m- 1. 2m を ~llr 1)、北方に鋭部を訟

いたことが縫定された.また、筑iIl!IH良部の総外に、

有議議1;1:胸部の椋外に依かれたものであり、鉄$[1孟匁i
総得 1)で検出されたという .
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造物 1ìù銀鮪滋;ょ全I爾， .U怖のぬ~ ll.~ニ俺品であ')、

-身とむ シ，t"ープ4・へ:， rl4 リ .~-2a~を~え.強:二n

ずかにi良、・t草色を，'j¥する.ft:;ニ!よ突:fIしたつよみをそ

二:~. I'~mj;ニ lかえリを L っている.

~~1:孟、[J tl~が弱1Mのよう，~火~ < I喝さ、涼形刷

協にI勾傾した均台市rH<.紬はわずか1~IAU色を呈し、

i 犯の:/¥七 y トで製作、再出入れがなされと感が強い.

錆びにかえて ・ド'ic."，~f~の木炭tnに 4ド./l、央しいまk

' 乃・~ t.... 4もした 」二の死 ~Il-体1ftて・あったうう.

本自民仰として宵おな京ClS.lillJfHffG野山内iJtlI二、山

n傾斜面に21鎗を うがゥて、 lt< 2. I冊、信1.3m、

認さ 0.8mの綬方形の此をもうけ、なかにぶ怖をおさ 似の*i!i.出土土tt
nたt.JJ;;な側近をも っI食品主て・み った.~官、 ti.:':，' とのあ であリ、 総近の山科条1廷の研究から、坂上mけ麻呂の

いだや怖の.1:1(" に本J~Ht <光議し、人"日午(1919) 基と総定されている.

偶然1ニ~はさIlたため、"，郎の減 1置に勺いては明瞭を 大」ニ川流!i.にも大きな勢)Jをdうたλ上むがいた.

欠〈が.もともと大5・な峰J，Iよなか)/，ニょうである。 犬上110ruSi(ゃλJ二(1麻呂 It、その d名な人物である.

f& I勾に以降，令市側、 tr.~! 'ft!凪ぷ1臥立:f~. 令設大})、刀 これら火必 ~".trI を営ん I.!氏!kL、相"f-t-LlJの 1~1量、山~

γ・、 ， (i街、 nt民、 J(.鋭、水i~. fI. 11¥ IJ 'I，lll"tllされておリ、 の~し〈、またmtJ，な当地を選んだのであるうか.

また.問問骨・ら ~'Urt主 i 本が~hl.されているので.Il な』五、i!iJmには市(小) ，，{みとaf'，.:Il o所がめって、

E州IL!Iを~1・るよとがIII '*~るりff4といえよう.な J4. 古川と寺院時との問』童を F訓させることを付記してお

出物のう ら、と〈に縄、大刀 1.1jE (t院宗特につぐ優品 こう. (丸山電平}

7 .大中の湖丙遺跡m上の縄文式土器

続過 Bjf 制1-12午、大'1'の湖:Hfij也iま内 t~J也事~によ 1I物 よζにお1介・4・る必物1:、iftr.tl+i郎のi是納を主

叫 :111:をJ・1:.. f-t-. t L 1.'!ilI分から:U:I:したも F であり、捜形をrl'心 ξ

位置 :krl'のi母子.u;池iti制隔，t1) .~) 2ωm北方、近 し、行 fの鉢形'U;を含んでいるものと思わtlる.な

凶八V.r1j (1 ;t;lfj亀光、奥向t11l11胤の樹氏に派出する山 J.; . 1 点であるが、釣乎形;i:~とw'え;されるものがあ

士宮o大'1'、湖lニi安寸ゐ位置にある.;F符iがIlこ14.湖水 る.

面~， J 5-1 m下!ニムリ.UJtJtiJI!.災併に10-15 純文の'f'iErt、いわゆるI汚i宵喝文ャ主体とし、縄文

悶の砂¥1.以・ド11黒色帖:t:1{jが別-6C¥<'WI、役下訴;三灰 のぬ文民にも 2 ・ 3 の僧mがみうけら札、また、 ~R

色仙北Eな『ている. jft物1.1..お 2 層 ~JI臥色粘土内に の1T‘ニよる縦ot縄文もある.

包含さ ILていた. ífU事のう九、 ~t.ド分1:1縄セri!.tUj-前 近時. ~誌1:111{干‘Jl)立跡出 1この上 2:の句〈、仰4~の.文

闘を中心とし、 l判官1¥IJ.1量削lを'1'，心としている.な』昔、 }~をむって織のみの文織をh'iしたもの Lfi 下あゐ.手

rÞ IìIJ}~ ぴ晩JUIについては、はとんどみうけられない. た‘ '111m)也 }jの勝Jti.バヒ総の彬"を受けた Lめが'tf千

7Hr L、rl'l切のλ;1I1!C式の系統をうい・fニ.縄文を縦に

-lI'iオ人lニ絡したものもゐる.以上11ぬ文民の句16ltなもの

であるが、気えのものj及び条ft{文もかなりある.

以上より.み;，n~事の上むの明式 1': 、いがゆるゆ印式

土休せらIlるものであ て、きら伝文銀lι よ')舗分化

される二とも可俄であるうと思ゎttる.

1，;:1玉、作自のi!物に 11、m製石斧，(5ln、行鱒(

5.e，)、 {jf寝("1)∞点)、叩:{.j(4点)、才7ヒ(1点)、

1tfll ~ (、2忽). 拠形:fi苦手(4点) 、j:製1ft:( 1点)、

土偶(1.¥'1.)、 :Ui)tS亀(1点)、スタンプ形:l二2;(

Il'，)、人骨(1体)などがある.

土uの形式としては、早期の押れ文主て・題。うるも

のもある. ((主.~宗男、柄JHl1子}
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司、羽.，111式下層 b、京総府平遺跡n似 c 、北白川l下層lIa式(これのみ出止地点が異な q、大中の湖中埋没島F付近出土}

大中之湖西lA~事出土土穏の拓本
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8 .富波遺跡出土のを巣

昭和514'の秋か ら惣52年の 2月にかけて行われた野

洲郡野洲町7M遺跡の第2次発揚測をにおいて ‘話{注1)

が発見されているので'紹介 しておきたい.

E駐が発見されたのは、 111例区全体の北東隅に位置Eす
る rtJI.:iL只式古境J (検出遺構、 長さ約20m)の悶壕

S001を切る SD04の許可中からでゐリ、{半出した

多数の土師様、 >>1色土器{主主2)、毒自tIaI~f磁器よリ推して、

"の年代も、 12世紀末乃至13世紀初頭(平安来紀-i!

II初期)に澄いてはほ則違いないと忽われる。

線そのものについての文献上の記載例としては、た

とえば法除去手伽1:縁起?iIE記資材帳(天平19jp)中の r

t量子参拾ロJ なるJe滅、 「万策集」巻十六にある厳秘
いL C: T.リ L....， 

親王の、抑えがたさ~:の蒋しみを歌った「家余有之概

争議論議話命訟九政之荒免張市J(注3)の歌や、

1患の説みを教えてくれる「和名制後抄」の r鞠子淡路

ゆ云銀子政n長4・J なる記4 また近<li、皮肉京社

-tr:家安U3次発縄調査l二おいて 501301より出土し

-t. ?) ~þ4J;Jt ¥IH町、木簡釈文によれば rm中級極東踊il
-~{まと々 J(注りなどを本げることができる.

この長岡京札の 501301からは、延熔6王手、 8

~. 9 Sf.の紀~をもっ木f1tjが多数出土しているが、こ

コ鴻の下月号付近からは、 i.といわれる思IJf重のカギもみ

パだされているa この鴻といわれるカギとbl波遺跡出

土♂録と 呼ばれるカギと !i、}例える機能も無論まった

〈異なる Lのであるが、その二とは‘ 「磁事:itJ 巻四

功蔽閥、伊勢大神I基調j交の墳で、 rj量一具。…銀打rr..

二tto…低金二枚。…匙一枚.…鎌一勾。{技S)J なる

!~級のあることからむ明白である .

aH皮遺跡の場合、鎮め一部だけの発見であり、全長

も12cmはどで比較的小さく、しかむ全面総触して材質

の領存状態もあまリよい Lのではないが、怒らく t構造

やj草耳!f;t、平城京左京八条三坊東市腐辺地区S0 1 3 

00よリ出土した鎌(t1:6) と (Iまねをゆるめる際に 、

匙を入れる穴の位置こそ違え)ほとんど変わらないと

雪I.hllる。石山寺の校合建築に、錬-.fi、 jJl打立、低

金などの具体的なセ γ ティングの災例をみいだすこと

ができるが、原理的な商をム考える上で大いに参巧・にな

10 

品
富滋遺跡出土の鎖

る.(久米総縦)

注 1 i誕のお月みについては、現行の多くの泌和S判J!1 

1:1$量 IH民主悶 ~'fニであるとし、鑓 f、 lt鎗などを

それぞれきし、さやくと読んでいる.なカ・に.

3車 li~忠告でサ、呉tTでソウ (SUO) と解説した
ものもあるが、本4ぬでは国史大系中のふりがな

にもとづきソウと1Mltんだ。

注 2 Hs荷J48年度磁波遺跡調発報告p.l03、p.l04に

おける黒色土署長と向型式である。(野洲式A~\

と名づく。)

t主3 日本古典文生存大系「万策集J -1.5十六 (38161!f
ならびにその注)

住4 長岡京跡左京:m13次発llll~潟ヨ是正民地混明会資料

(昭和52年 6月12目前!日布教育委良会)および

iI'lit&尖久二氏、中尾秀正氏;の教示による.

主主5 烈板勝美樹国史大系「延務まえ」巻関税1祇凶p.

84、p.85

注 6 平械I宗左京八粂三I}j発射調査特車線(昭和51年

3月)

..波遺跡出土の鎌

石山令綬倉建祭の鎌ー具

_..-- 司司島田園~唱・E

長~~t止出土のま‘
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